
日 曜日 中央 犀川 勝山
1 金

2 土

3 日

4 月 休館 休館
5 火 休館
6 水

7 木

8 金

9 土 　　　　きのこの子
10 日

11 月 休館 休館
12 火 休館
13 水

14 木 　　　
15 金

16 土

17 日

18 月 休館 休館
19 火 休館 　　　
20 水

21 木

22 金 　　　 おひさまの会
23 土 　　  おひさまの会 　　　もこもこ
24 日

25 月 休館 休館
26 火 休館
27 水

28 木

29 金

30 土

31 日

　夏のレジャー＆スポーツ 　　夏を満喫！ 　戦争を考える

館内整理日

特設

みやこ町図書館だより

（発行：２０１6年７月１日 第４３号）
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中央図書館☎33-1040 犀川図書館☎42-3330 勝山図書館☎32-3455

７月２３日（土）

チャレンジ教室

「ねんど消しゴム

をつくろう」

２０１５年度 数字で見る図書館

７月１日（金）～

７月２７日（水）

ギャラリー

『一粒の星の

種の物語展』

〈猫とうさぎ〉さ

んによる作品

展

１ 『火花』 又吉 直樹 文藝春秋 69回

２ 『ラプラスの魔女』 東野 圭吾 KADOKAWA 59回

３ 『過ぎ去りし王国の城』 宮部 みゆき KADOKAWA 54回

４ 『悲嘆の門（上・下）』 宮部 みゆき 毎日新聞社 50回

５ 『虚ろな十字架』 東野 圭吾 光文社 47回

６ 『物語のおわり』 湊 かなえ 朝日新聞出版 46回

７ 『リバース』 湊 かなえ 講談社 43回

『るるぶドライブ九州ベストコース15-16』 JTBパブリッシング 43回

９ 『民王』 池井戸 潤 ポプラ社 41回

『ナオミとカナコ』 奥田 英朗 幻冬舎 41回

『フランス人は10着しか服を持たない』 ジェニファー・Ｌ・スコット

234,704 点
※３館の個人貸出の合計です

たくさんご利用いただきありがとうございます。

年間 貸出総数 貸
出
ベ
ス
ト



～小説～ 

■『アリエリー教授の人生相談室』 ダン・アリエ

リー(著) 早川書房 ■『日本髪大全』 田中圭子(著) 

誠文堂新光社 ■『50 歳からのすてきなマナー』 

中山庸子(著) 海竜社 ■『敗者烈伝』 伊東潤(著) 実

業之日本社 ■『命と向きあう教室』 制野俊弘(著) 

ポプラ社 ■『おいしい雑草 摘み菜で楽しむ和

食』平谷けいこ(著) 山と渓谷社 ■『かわいい手づ

くりブローチ 刺繍粘土でつくる』 世界文化社 

■『この世界を知るための人類と科学の 400 万年

史』 レナード・ムロディナウ(著) 河出書房新社 

■『雑木の庭づくり』 ブティック社 

～その他～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館員のおすすめ本 

■『人間消失殺人事件』 赤川次郎(著) 講談社 ■『思

い出のとき修理します 4』 谷瑞恵(著) 集英社 ■

『奥様はクレイジーフルーツ』 柚木麻子(著) 文藝春

秋 ■『硝子の太陽 Rouge』 誉田哲也(著) 光文社 

■『ジャッカ・ドフニ』 津島佑子(著) 集英社 ■『岳

飛伝 17』 北方謙三(著) 集英社 ■『残り者』 朝井

まかて(著) 双葉社  ■『涼やかに静かに殺せ』 森村

誠一(著) 双葉社  ■『ポイズンドーター・ホーリーマ

ザー』 湊かなえ(著) 光文社 ■『認知症の私からあ

なたへ』 佐藤雅彦(著) 大月書店 ■『猫語のノート』 

ポール・ギャリコ(著) 筑摩書房 

 

 

 

新 着 資 料 案 内 

図書館のホームページから新着資料の確認ができます。貸出中のもの、他館所蔵のものは、お近くの図書館 

まで取り寄せることもできます。 ホームページアドレス http://www.town.miyako.lg.jp/library/top.html 

『恋の名前』 

高橋 順子(著) 佐藤 秀明(写真) 

小学館(2016) 

恋の春、夏～恋にも季節があります。そして

恋に関する言葉は数かぎりなくあります。

美しい写真と和歌や小説の一文も載せた、

日本語の奥深さを感じる本です。［和］ 

『孤狼の血』 柚月 裕子（著） 

KADOKAWA（2015） 

今年度日本推理作家協会賞受賞作品。こ 

の作品は推理小説だが、推理よりも脇役 

である男の生き方に心をうたれた。 

ラストを読み終えたときに、私の頬に涙が、 

こぼれた。私には、切ない作品。［台］ 

『妖怪アパートの幽雅な日常 

１～１０巻＋外伝１巻』 

香月 日輪(著) 講談社(2003～2013) 
 

        初めて読んだこのシリーズでハ

マってしまい、ほとんどの作品を

読み尽くすくらい、とにかく大好

きな作家さんです。 

        その中でも、やっぱり一番好き

なのは、このシリーズです。［Ｉ］ 

『おじいちゃんのゆめのしま』 

ベンジー・デイヴィス（著）評論社（2016） 

        ある日、おじいちゃんの家に遊

びに行くと、屋根裏部屋の大きな

ドアの前に案内されたシド。ドア

をこじあけてみると、船の上だっ

た…。ふたりがたどり着いた場

所、南の島で待っていたのは？ 

心あたたまる物語［はりねずみ］ 

［はりねずみ］ 
『カーリー 

１、黄金の尖塔の国とあひると小公女』 

高殿 円（著） 講談社 （2012） 

                イギリス統治下のインドにやってき

た 14 歳のシャーロット。上流階級の

子女が通う女学校で出会ったのは、神

秘的な少女カーリーガードや個性豊か

な仲間たち。大戦へと向かう激動の時

代を懸命に生きる少女たちの姿を描い

た作品。3巻まで発売中。 ［Ｍａ］ 

『監察医が泣いた死体の再鑑定』 

上野 正彦（著）東京書籍（2016） 

著者は、検視を 2 万件以上重ねた

監察医。「再鑑定」を依頼された事例

で偽装事故や殺人事件を見破り、最

初の鑑定の嘘を暴いていく様は、上

質なミステリーを読んでいるよう

だ。          ［ツム］ 

 

 

 




